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症例 ② : 16歳，女性，めまいと耳漏（図 1）




































































   16歳、女性 










図 1.　症例 ② : 16歳，女性．（解説は本文参照）










































• その他 図３ 
図 2.　宿題報告のモノグラフ「耳管閉鎖障害の臨床」
（2005年）
 NHKためしてガッテン 急増！謎の耳詰まり病                                




38 小林 ─ 耳管開放症と側頭骨外科
呑みにしてその結果を棄却したりせず，自分の頭で考
えて真実を掴んでください．
教授在任中は，「明るい開かれた教室」をモットー
に教室を運営し，医局員がお互いに助け合う雰囲気の
よい教室を目指しました．教室の諸君が見事に期待に
応えてくれ，多くの実績が上がると同時に目標通りの
教室になったことを誇りに思います．
入学から数えると 44年間，耳鼻咽喉科医として 38
年間，東北大学ならびに関連施設で多くの先輩，同僚
との出会いがあり，看護師，技師，秘書，事務職の方々
の支えで，無事職責を全うすることができました．こ
こに，深く感謝致します．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
図 5.　症例 ①（母）の主治医であった河本和友名誉
教授（前列左），髙坂知節名誉教授（同右）と筆者（後
列左）．同右は川瀬哲明教授（聴覚再建医工学分野）．
